
ご
近
所
の
協
力
が
支
え
る
防
災
力

25
年
前
に
突
然
ま
ち
を
襲
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

地
域
で
助
け
合
う「
共
助
」に
よ
っ
て
多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
し
た

市
内
で
は
公
園
や
住
む
場
所
で
備
え
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

今
号
で
は
、
地
域
で
支
え
地
域
で
守
る
防
災
を
特
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課　

（
７
４
０
）
１
１
４
５

市職員

石橋 尭之
宮城県牡鹿郡女川町に派遣され勤務

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

自
然
災
害

　
自
然
豊
か
な
住
宅
都
市
、
川
西

市
。清
流
猪
名
川
が
南
北
に
流
れ
、

山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち

に
、
約
16
万
人
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
に

恵
み
を
も
た
ら
す
自
然
は
時
と
し

て
牙
を
む
き
ま
す
。
そ
れ
が
自
然

災
害
で
す
。

　
25
年
前
の
１
月
17
日
午
前
５
時

46
分
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
強
く
突
き
上
げ
る

よ
う
な
揺
れ
が
ま
ち
を
襲
い
、
市

内
で
３
２
８
２
棟
が
全・半
倒
壊
。

停
電
、
断
水
、
ガ
ス
漏
れ
が
市
内

各
地
で
起
こ
り
、
１
４
３
カ
所
で

道
路
損
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ピ
ー
ク
時
に
は
、
市
内
14
カ
所

の
避
難
所
に
２
０
７
４
人
が
避

難
。
延
べ
２
万
３
０
１
５
人
が
避

難
所
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

四
半
世
紀
が
経
ち
、
震
災
の

爪
痕
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

30
年
の
台
風
21
号
で
は
市
内
約

１
万
３
０
０
０
世
帯
で
停
電
が
発

生
。
大
阪
府
北
部
地
震
で
は
市
内

で
最
大
震
度
５
弱
を
観
測
し
、
交

通
機
関
が
一
時
運
行
休
止
し
ま
し

た
。
異
常
気
象
に
よ
る
水
害
や
30

年
以
内
に
80
％
の
確
率
で
発
生
す

る
と
い
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
、
い
つ
災
害
が
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

防
災
に
欠
か
せ
な
い
３
つ
の
力

自
助
・
共
助
・
公
助

　　
防
災
を
考
え
る
時
、
大
切
な
の

が
「
自
助
」「
共
助
」
そ
し
て
「
公

助
」
で
す
。

　
自
助
は
、
自
分
の
命
を
自
分
で

守
る
こ
と
。
自
身
で
避
難
行
動
を

と
る
こ
と
や
自
宅
で
の
備
蓄
食
糧

の
確
保
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
共
助

は
、
地
域
で
助
け
合
っ
て
自
分
た

ち
で
守
る
こ
と
。
近
隣
住
民
の
避

難
支
援
や
地
域
で
の
炊
き
出
し
な

ど
で
す
。
公
助
は
、
市
や
消
防
、

警
察
、自
衛
隊
な
ど
が
守
る
こ
と
。

救
助
隊
員
に
よ
る
救
助
活
動
や
市

の
備
蓄
食
糧
の
確
保
な
ど
を
指
し

ま
す
。

　
多
く
の
命
を
守
り
、
災
害
に
強

い
ま
ち
と
な
る
に
は
、
３
つ
の
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
が

命
を
つ
な
ぐ

　
災
害
が
起
こ
る
と
、
自
分
一
人

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
や
、
市

職
員
や
消
防
隊
員
の
助
け
を
待
た

ず
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
が
破
損

し
て
通
れ
な
く
な
っ
た
り
、
市
内

東日本大震災に学ぶ
人知を超えた自然災害の脅威

　東日本大震災の発生から間もな
く９年。女川町では、商店街や住
宅街などでにぎわいを感じられる
ほどに復興が進んでいます。高台
には新たなまちの基盤が作られ、
新しい小学校やスーパーも建てら
れる予定です。
　しかし、女川町職員から聞く当
時の様子は、想像もできないこと
ばかりです。
　高さ 20㍍の津波がまちを襲い、
車や家がガラクタのように流され
ていくのをただ見ているしかな
かったこと。津波が引いて大丈夫
だろうと家に戻った人が２回目、
３回目の津波で流されてしまった
こと。身近な人が被害に遭ったと
いう職員もいます。
　私たち職員は、災害が起きると
避難所の開設や現場状況の確認な
どを行います。しかし、人知を超
えた自然災害が起きると、職員も
なすすべがないのだと改めて感じ
させられます。女川町での経験を
生かし、川西市職員として今でき
る最大限の備えを考えていきたい
です。

被災地への応援職員
　市では、被災地へ応援職員を派
遣しています。これまでに、東日
本大震災の被災地には延べ 24 人
を派遣。現在、女川町と南三陸町
で２人の職員が復興支援に携わっ
ています。

近隣住民同士で安否を確認し、自宅が危険
な場合は避難を促します

住民同士の声掛け

１人での避難が難しい高齢者や障がい者な
どの避難を手伝います

避難困難者の支援

家屋などの下敷きになり動けない人を救助
し、けが人に応急処置をします

被災者の救助

火災の拡大を防ぐための消火活動や、水害
を防ぐための土のう設置に参加します

消火活動などへの参加

各
地

で
救
助

が
必
要
に

な
っ
た
り
す
る

と
、
い
つ
救
助
隊
が
到

着
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
生

き
埋
め
に
な
っ
た
人
の
約
30
％

は
、
友
人
や
隣
人
に
よ
っ
て
助

け
出
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
の
生
活
が

始
ま
る
と
避
難
所
は
避
難
者
自

身
で
運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
や
物

資
の
配
分
を
決
め
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

　

共
助
へ
の
取
り
組
み
が
私
た

ち
の
命
と
被
災
後
の
生
活
に
大

き
く
影
響
す
る
の
で
す
。

自力で脱出
34.9％

家族
31.9％

通行人
2.6％

救助隊
1.7％ その他

0.9％

友人・隣人
28.1％阪神・淡路大震災における

生き埋めや閉じ込められた際の

救助主体など
【出典】㈳日本火災学会「1995年兵庫県南部地震
における火災に関する調査報告書」

自分の命や財産を
自分で守ること
▶食糧や水の備蓄
▶避難経路の確認

▶家具の転倒・落下防止

自分たちの住む地域を
自分たちで守ること
▶地域の防災訓練
▶近所同士の声掛け
▶高齢者などの支援

市や県など公的機関による
救助や支援

▶市民への情報伝達
▶避難所の確保
▶救助隊員の出動

自助

共助 公助

Are you OK?

BURNING!!

HELP!!

ROUGH GROUND

災害発生時に必要な共助の一例

共
助
は
災
害
の
最
前
線

特集
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災
害
は
日
常
の
延
長
線
上
に
あ
る

市内全ての地域で結成「自主防災組織」
　「自分たちの地域は自分たちで守る」という考えのもと、災害時に地域住民
が互いに助け合い、被害を軽減するために結成している組織。おおむね小学校
区ごとに結成され、防災訓練や防災啓発イベントなどに取り組んでいます。
　　　　　　危機管理課　 （740）1145

清
和
台
地
区
自
主
防
災
会

会
長
　
中
村 

清
秀 

さ
ん

川
西
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

安
全
安
心
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

代
表
　
水
川 

元  

さ
ん

　自主防災会では、毎年１月に自主防災総合訓練を清和
台中央公園で行っています。年代を問わず参加してもら
うため、とんど祭と子ども向けの昔遊びイベントを同時
に開催。約 1,500 人が参加する恒例行事になっています。
　訓練の手本を見せるのは自主防災会のメンバーと、小
学４～６年生で作った子ども防災クラブのメンバー。堅
苦しい説明ではなく、知っている者同士で教え合えるの
で、すっと受け入れてもらえている実感がありますね。
年々質問が深い内容になってきているので、積み重ねの
大切さを改めて感じています。
　清和台は高台にある団地のため、水害の可能性が低い
地域です。しかし訓練では、土のうを積む訓練も行います。
災害はいつどこで発生するか分かりません。家の近くで
はなく、出掛けた先でも自分の命を守り近くにいる人を
助けられるように、訓練が必要なんです。
　災害が起きたら、誰もがパニックになり動けなくなっ
てしまうはずです。訓練を地域みんなで繰り返すことで、
知っている人や動ける人を増やし、防災の裾野を広げる
ことが災害に強いまちには必要だと思います。
　これまで続けてきた防災訓練も、今作成している自主
防災マニュアルも、絵に描いた餅にしないように地域に
浸透させていきたいですね。

　近年、命に関わる経験したことのない大雨や台風の発
生を受け、国や県では 1,000 年に１度を越える降雨を想
定した洪水浸水想定区域図を発表しています。川西小学
校区も猪名川や最明寺川、寺畑前川の影響を受けます。
住民一人一人に周知し、命を守る行動につなげるため、
川小校区防災マップの制作を進めてきました。
　市の一括交付金を活用した「安全安心防災マップづく
りプロジェクト」では、自分の家の場所ができる限り分
かる点にこだわりました。猪名川などが氾濫した場合の
目安として自宅は何メートルまで浸水する可能性がある
のか、浸水のレベルをしっかり把握できるように記載し
ています。避難所の危険度を理解し、無理に避難せずに
在宅避難と避難所の両方を想定して準備するなど、大雨
の前に計画を立てるきっかけになればと構成しています。
　マップ配布に合わせて、自治会ごとに説明会を開催予
定です。災害が起きたとき、消防や警察などの助けを待っ
ていたら助かる命も助かりません。「互

ご
近所」同士の安否

確認や情報共有が不可欠。どこの誰に連絡するかを隣近
所で共有し、助け合う関係づくりにつなげたいですね。
　危機感のスイッチを押すのは周りの人、そして最後は
自分自身です。危険（ハザード）を理解すれば、おのず
と心構えが変わってくると思います。

被害の目安を書き込める川小校区防災マップ 自主防災総合訓練で AED の使い方を学ぶ

ん
な
で
つ
く
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
」

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

特
技
を
生
か
し
た

持
ち
寄
り
企
画
で
体
験

　
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
共
感
し
た
メ

ン
バ
ー
が
話
し
合
い
、
当
日
は
公

園
防
災
設
備
の
使
い
方
を
知
る

ブ
ー
ス
と
、
メ
ン
バ
ー
が
持
ち

寄
っ
た
ブ
ー
ス
が
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

川
の
水
で
も
調
理
が
で
き
る

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
や
災
害
時
に

活
用
で
き
る
ロ
ー
プ
キ
ー
ホ
ル

住民手作りの訓練で
防災の裾野を広げる

被害を一人一人が予測
危機感を地域で共有

防災力を支える
地域の活動

Interview

住民を巻き込んだ自主防災訓練自宅の被害が予測できる防災マップ

ダ
ー
作
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
座
な
ど
、

メ
ン
バ
ー
の
特
技
や
経
験
を
生
か

し
た
企
画
が
集
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
協
会
が
外
国

人
の
災
害
支
援
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
キ
セ
ラ
川
西
プ
ラ
ザ

で
実
施
。
言
葉
や
文
化
が
違
う
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

避
難
行
動
を
考
え
ま
す
。

誰
も
が
主
役

地
域
で
取
り
組
む
活
動

　

災
害
の
現
場
で
は
誰
も
が
主

役
。
生
活
し
て
い
る
い
つ
も
の
場

所
で
、
自
分
が
ど
う
動
く
か
を
想

像
し
、
や
っ
て
み
る
こ
と
が
災
害

時
の
行
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
自
主
防
災
組
織
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心
と
な
り
、

地
域
で
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
災
害
が
起
き
た
時
、
地

域
の
中
で
起
き
る
こ
と
を
想
像

し
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

①４隅のボルトを外し、座
面を持ち上げて外す（市が
管理する鍵が必要）。

②１番上の網をベンチの下
に置き、２番目の板を背面
に掛け、３番目の網を裏返
して置く。

市
民
が
主
体
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
が
動
き
出
し
て
い
ま
す

避
難
場
所
の
キ
セ
ラ
川
西
せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
防
災
設
備
の
使
い
方
を
体
験

い
つ
も
過
ご
す
場
所
で
で
き
る
こ
と
を
学
び
共
有
す
る
こ
と
で

災
害
に
備
え
る
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す

before

イベント当日の様子は、広報誌３月号や
市ホームページで紹介予定
問い合わせ　公園緑地課　 （740）1185

共
助
は
災
害
の
最
前
線

特集

かまどベンチ
園内２カ所に設置

※いずれも、災害発生時のみかまどやトイレとして利用可

園内に 20 機設置可

マンホールトイレ

公
園
の
防
災
設
備

市
民
が
使
え
な
き
ゃ
意
味
が
な
い

　
市
の
中
心
市
街
地
に
あ
る
キ
セ

ラ
川
西
せ
せ
ら
ぎ
公
園
。
同
公
園

を
語
り
合
う
場
「
キ
セ
ラ
・
カ

フ
ェ
」
で
、
防
災
の
話
題
が
挙
が

り
ま
し
た
。

　
「
防
災
設
備
が
あ
る
っ
て
い
う

け
ど
、
本
当
に
あ
る
の
」

　
同
公
園
に
は
、
災
害
時
に
か
ま

ど
と
し
て
使
え
る
ベ
ン
チ
や
水
道

が
止
ま
っ
て
も
使
え
る
組
み
立
て

ト
イ
レ
、
非
常
時
用
の
貯
水
槽
な

ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
普
段
は
使
い
方
を
目
に
し
た

り
、
使
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
「
公
園
の
防
災
設
備
は
、
実
際

に
被
災
し
た
と
き
に
市
民
が
使
え

な
い
と
意
味
が
な
い
よ
ね
」

　
普
段
公
園
を
使
う
人
が
ま
ず
使

え
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
、「
市
民

発
キ
セ
ラ
川
西
せ
せ
ら
ぎ
公
園
み

問い合わせ　
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事業者・団体と連携
災害支援を強化

防
災
訓
練
と
同
日
に

学
校
で
防
災
学
習
を
初
開
催

　
毎
年
１
月
、
市
で
は
防
災
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、
東
久

代
運
動
公
園
に
集
ま
っ
た
の
は
消

防
職
員
や
消
防
団
員
、
自
主
防

災
組
織
で
活
動
す
る
人
な
ど
約

３
０
０
人
。
震
度
６
弱
の
地
震
が

発
生
し
た
倒
壊
家
屋
や
土
砂
崩
れ

現
場
を
想
定
し
、
救
出
・
搬
送
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
日
、
防
災
訓
練
と
並
行
し
て

小
学
校
の
授
業
で
防
災
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
防
災
の
意
識
を
持
つ

き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
、
今
年

初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
緑
台
小
学
校
の
４
年
生
37
人
が

参
加
し
、
避
難
所
で
使
う
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
と
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
の

組
み
立
て
方
を
学
び
ま
し
た
。

　市では、災害時に備えて事業者や団体
と連携協定を結んでいます。避難場所の
提供や物資提供による避難所生活の支援
など、災害時に市民の生活を維持するた
めに協力します。

子どもたちに説明する駒井さん 24 箱を組み立ててベッドが完成校内放送に合わせてシェイクアウト訓練

今年度締結した事業者と
支援内容の一例

１月 15 日現在

アンカー・ジャパン㈱
ポータブル電源やモバイルバッテリーな
どを優先供給

県行政書士会
被災者の多岐にわたる相談を一括して受
け付ける窓口を設置

リ・レント㈲
㈱ユニオンアルファ
避難所運営などのため、保有している資
機材を提供

市薬剤師会
医薬品などの供給や医療救護活動を行う
薬剤師の派遣

㈱ロイヤルホームセンター
㈱阪急オアシス
物資の供給や応急対策活動時の施設利用

災害協定の締結

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
て
ほ
し
い

　
か
わ
に
し
防
災
士
会
と
緑
台
・

陽
明
地
区
自
主
防
災
会
の
メ
ン

バ
ー
、
災
害
時
に
こ
の
地
区
の
避

難
所
を
担
当
す
る
市
職
員
か
ら
作

り
方
を
聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
は
テ
キ
パ
キ
と
組
み
立
て
ま

す
。
出
来
上
が
る
と
、「
床
よ
り

も
あ
っ
た
か
い
ね
」「
み
ん
な
で

乗
っ
て
も
つ
ぶ
れ
な
い
よ
」
と
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
に
座
っ
て
強
度
を

確
認
し
ま
す
。

　
「
避
難
所
に
来
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
み
ん
な
で
組
み
立
て
を
手

伝
っ
て
ね
」と
声
を
掛
け
る
の
は
、

か
わ
に
し
防
災
士
会
の
駒
井
澄
子

さ
ん
。
防
災
士
の
資
格
を
持
ち
、

地
域
で
防
災
の
啓
発
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
駒
井
さ
ん
は
子
ど
も

た
ち
に
語
り
掛
け
ま
す
。

　
「
災
害
が
起
き
た
時
に
は
皆
さ

ん
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
く
だ
さ

い
。
今
日
習
っ
た
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
を
作
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
自
分
よ
り
小
さ

い
子
と
遊
ん
だ
り
、
勉
強
を
教
え

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

ね
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
体
が
弱

い
人
の
話
し
相
手
に
な
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
避
難
所
で
は
い
ろ
ん

な
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
友
達

や
家
族
と
相
談
し
て
、
自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
」

　
防
災
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

市
民
会
議
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
の
重
要

性
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど

の
災
害
を
想
定
し
、
食
糧
・
物
資

の
備
蓄
や
防
災
訓
練
の
実
施
、
事

業
者
と
の
連
携
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
来
年
度
は
防
災
マ
ッ
プ
の

更
新
を
予
定
し
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
適
切
な
情
報
発
信
を

計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
大
災
害
が
起
き
た
と

き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
安
全

な
生
活
を
守
る
に
は
皆
さ
ん
自
身

の
力
が
必
要
で
す
。
隣
に
い
る
人

に
手
を
差
し
伸
べ
、
ご
近
所
同
士

で
協
力
す
る
こ
と
が
大
き
な
防
災

力
と
な
り
ま
す
。

　
安
心
安
全
な
生
活
を
続
け
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
か
、
私
た
ち

と
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　作ってみたら意外と簡単で、
僕たちにもすぐ作れると思いま
した。作り方を覚えて、避難し
たときは手伝いたいです。

緑台小学校４年生

有川宗佑くん

段ボールベッド
作りを体験

　防災の知識と技能を持ち、地域のリーダーとして活躍す
る防災士の資格取得を支援しています。資格取得者を対象
に、講座の受講費などの一部を助成。希望者は、「ひょう
ご防災リーダー講座」（県が実施）か「防災
士養成研修講座」（日本防災士機構が認めた
研修機関が実施）を申し込む前に危機管理課
に連絡してください（条件あり）。

10 人以上で受け付け
出前講座を受け付け

費用の一部を助成
防災士の資格取得を支援

防災への取り組みを　
支援しています市と地域が支え合って育てる防災力

　サークルやコミュニティなど 10 人以上の団体を対象に、
「出前講座」を受け付けています。市職員や防災士会のメ
ンバーが、家庭での備蓄や災害時の避難行動などを紹介し
ます。対象年齢などにより、内容は調整可能
です。希望者は、市ホームページ掲載の申込
書に必要事項を書き、市役所４階の危機管理
課へ。

避
難
所
の
心
得
こ
つ
こ
つ

地
域
で
備
え
る
た
め
に
必
要
な
の
は
ま
ず
知
る
こ
と

市
で
は
防
災
の
知
識
を
持
つ
「
か
わ
に
し
防
災
士
会
」
と
協
力
し

子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す

ま
た
、
地
域
で
活
動
す
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
て
資
格
取
得
を
支
援

災
害
時
に
誰
も
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す

川西市長

越田謙治郎

講座の実施や資格取得の助成など共助の取り組みを支援しています
詳しくは市ホームページへ（下記２次元コードからアクセス可）
　　　　　　危機管理課　 （740）1145

共
助
は
災
害
の
最
前
線

特集

Support
問い合わせ　


